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メモ、を意、警告 

^ ゾモ： コンピユーターを巧いやすくするための重要な情報を説明しています。 

A を 意： /\ードウエアの 巧な またはデータの損失の可能性あることをホし、旧记を回巧する方法を K 巧しています。 
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作業を開始する前に 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ 遞 

♦ 奨励する ツール 
♦ コンピューターの電源を切る 
• を全にお巧いいただくためのを を 

このマニュアルでは、お使いのコンピューターからコンポーネントを取りがしたり、取り付けたりする手 I 晚こついて説明します。特に指示がない限り、それぞれの手 I 旧ではレ: TF のを件を満たしていることを 
前提とします。 

I コンピューターの電源を切る と ま 全におほいいらだ〈ためのミ主意 の 手順をすでに完了していること。 

I コンピューターに同祖の、を全に関する情報を読んでしぶこと。 

I コンポーネントを交換する力、、または別途廣乂している場合は、取り外し手順と逆の順番で取り付けができること。 


仕様 

コンピューターの巧術仕様じつい T は、 support . dell . com / manuals でな合化巧を 参照してください。 


奨励するツール 

このドキュメントで説明する操巧口ま、な下のようなツールが必要です。 

I 小型のマイナスドライバー 
I 小型のプラスドライバー 
I プラスチックスクライブ 

I BIOS 実行プログラムのアップデートは support . dell.com で入手できます 


コンピューターの電源を切る 

A 注意： データの損失を防ぐため、 M いているすべてのファイルを巧巧してから田じ、実行中のすべてのプログラムを巧7してから、コンピューターの電巧を切 y ます。 

1. 開いてし、るファイルをすべて保巧して閉に、使届中のプログラムをすべてお了します。 

2. コンピューターをシャットダウンします。 

Windows Vista ® の場合： 

Start (スタート） ft , 矢印をクリックし、 H 次に Shut Down (シャットダウソをクリックします。 

Windows 7® の場合： 

Start (スタート）©、次に Shut Down (シャットダウソをクリックします。 

3. オペレーティングシステムのシャットダウン赃理が完了すると、コンピューターの電源が切れます。 

4. コンピューターの電源が切れていることを確認します。オペレーティングシステムをシャットダウンしても、コンピューターの電源が自動的じ切れない場合は、コンピューターの電源が切れるまで 
電源ボタンを押し続けてください。 


ま全にお使いいただくための注意 

コンピュータ ー A •の損惕を防ぎ、ご自身を危険から守るため、次のを全に関するま意事項に巧ってください。 

A 警告： コンピューター巧巧の巧業を始める肺こ、お巧いのコンピューターに付属しているガイドのま全にお巧いいただ<ための)ま意事項をお陆み<ださい。その化、巧全にお巧い 
いただくためのベストプラクティスに曲しては、ま令へのコンプライアンスに関するホームぺージ { www . dell . com / regulatory _ compliance ) を 参 巧してください。 












ホ意： コンピューターの»理は、度可されも巧巧をのみが行ってください。 Dell ™ で皮められていない條巧（巧®作業）による損«は、巧曲の対象とな y ません。 

A ま意： ケーブルをホすときは、コネクターまたはコネクターのプルタブを持ち、ケープル自身を引っ巧らないで < ださい。ケーブルによっては、ロックタブ付きのコネクターがあるケ 
^ -ブルもをります。このタイプのケーブルを巧りホすときは、ロックタブを押し入れてからケーブルを巧きます。コネクターを巧<房には、コネクターピンを巧げないように、まっすぐ 
弓 I き巧いてください。また、ケーブルをちなする房は、両方のコネクターの向きが合っていることを巧認してください。 

A を意： コンピューターの li« を防ぐため、コンピューター巧巧の作業を抬める前に、巧の手限を実行します。 

1. コンピューターのカバーじ傷がつかないように、作業台が平らであり，巧れていないことを確認します。 

2. コンピュータ ー( コンピュー》一の雷瓶を切る ホを照）と取り讯ナてしぶデバイスすべての電源を切ります。 

A を意： ネットワークケーブルを巧 y かすには、まずケーブルのプラグをコンピューターからホし、ホにケーブルをネットワークデバイスから外します。 

3. 電話ケーブルやネットワークケーブルをずべてコンピューターから取りがします。 

4. コンピューター、および取りがけられているすべてのデバイスをコンセントからかします。 

5. 取り付けられているすべてのデバイスをコンピューターから外します。 

6. インストール巧みの力ードを巧して、19 in 1メディアカードリーダーから取り出します。 

7. 電源ボタンを押して、システム基板の詩電気を除去します。 

A 注意： コンピュ—夕—巧轨こ触れる前に、コンピュ—夕面のを属巧など塗装されていないホ厲面に触れて、さ体の気をおまして<ださい。作業中も、さちされていないホ 
^属面にを期的に触れて、巧藏コンポーネントを損傷するおそれのあるをなましてください。 
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前面べゼル 


Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ 前面べゼルの取りかし 
♦ 前面べゼルの取りかけ 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだ<ためのを意事巧をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに曲するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

么 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントから巧いてください。 

A 警告： カバ-(コンピュ-夕-カバ—、巧面べゼル、フィラ-ブラケット、前面パネルインサ-卜など）が1つでも巧 y かされた巧巧で、コンピューターを巧用しないでください。 
へ 注意： コンピューターの#巧は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で担められていない#理【巧®作業）による損«は、巧应のがことなりません。 


前面べゼルの取り外し 


1. 作業を開抬ずる 前に の 丰 II 盾に従って操作してください。 

2. コンピュー々ーカバーホ取りかします （ コンピューターカバーの取り かし を参睛）。 

3. コンピューターを織に立てて、置きます。 

4. 前面べゼルタブを一度じ一つずつ、前面パネルからか側に動かして、順番に外しまず。 

5. 前面べゼルを回おさせてコンピュータの前面から離し、前面べゼルクランプを前面パネルスロットからがします。 



1前面べゼル 2前面パネルスロット （3) 


3前面べゼルタブ （4) 4前面パネル 


5前面べゼルクランブ （3) 


6. 前面べゼルを安全な場所に置いておきまず。 


前面べゼルの取り付け 


1. 作業を開抬ずる 前に の 丰 II 盾に従って操作してください。 


















2. 前面べゼルクランブの位置を合わせ、前面パネルスロットに差し込みます。 


3. 前面べゼルのタブが力于ッと所定の位置に収まるまで、コンピューターに向かって前面べゼルを回します。 



1 

前面べゼル 

2 

前面パネルスロット （3) 

3 

前面べゼルタブ （4) 

4 

前面パネル 

5 

前面べゼルクランプ （3} 


4. コンピューターカバーを取り付けます (コンピューターカバーの取りせ けを参照）。 
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BIOS のフラッシュ 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

アップデートが利用可能な場合やシステム基板を空換する場合に、 BIOS のフラッシュが必要な場合があります。 BIOS をフラッシュするには、な下の手順を実巧します。 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. support . dell . com じアクセスします。 

3. 国と言語を選おします。 

4. ドライバおよびダウンロードをクリックします。 

5. おほいの コン ピューターの BIOS アップデートファイルを検索します。 

& メモ： お使いのコンピューターのサービスタヴは、コンピューター上部のラベルに記載されています。 

コンピューターのサービスタグがある場合： 

a. サービスタグを入力を クリックしてください。 

b . お使いの コン ピューターのサービスタグを サービスタグを入力して < ださい フィールドに入力し、 次へ をクリックして、手順日 へ 進みます。 

コンピューターのサービスタグがない場合： 

a. - luy 製品を宙がで、製品の選択をクリックします。 

b . ファミリーの選巧リストで藝品のタイブを選巧します。 

C . 製品タイプの a 巧リストで製品のブランドを選おします。 

d . お品モデルの迅巧リストで製品のモデル番号を選识します。 

^ メモ： モデルの選巧を誤り、もう一度やり直したい場合は、メニューのち上にある最巧からや y 直すをクリックします。 

e. 拍店をクリックします。 

6. 選巧した項目の一黄が固面に表示されます。 BIOS をクリックします。 

1 . 今すぐダウンロードするをクリックしてファイルをダウンロードします。ファイルのダウンロードウィンドウが表示されます。 

8. ファイルをデスクトップにおをする場合は、保存をクリックします。ファイルがデスクトップにダウンロードされます。 

9. ダウンロード終了 ウィンドウがき示されたら、 巧じる をクリックします。デスクトップにファイルのアイコンが表示され、そのファイルにはダウンロードした BIOS アップデートファイルと同じを前が 
付いています。 

10. デスクトップ上のファイルのアイコンをダブルクリックし、国面に表示される指示になって操作します。 

目次に房る 
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Bluetooth アセンブリ 

Del|TM Studio XPS …8100サービスマニュアル 

♦ Bluetooth アセンブリの取り外し 

♦ Bluetooth アセンブリの取り付け 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだけこめのを意事項をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに曲するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、巧面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

へ 注意： コンピューターの#巧は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で担められていない#理【巧®作業）による損化王、巧应のが象とな y ません。 

Bluetooth アセンブリの取り外し 

1. 巧業を開始ずる前 I こ の手順に従って操作してください。 

2. コンピュー々ーカバーを取りかします （ コンピュー》ーカバーの 取り かし を 参睛）。 

3. 前面べゼルを取り列•します ( 前面べゼルの取 y 外し を 参照）。 

4. Bluetooth ® アセンブリケーブルをシステム基板コネクターから外します （ システム基ネ反コンポー本 ント を 参照）。 

5. 図に示すようにタブを押し、 Bluetooth アセンブリを引き出します。 

6. を意して Bluetooth アセンブリをスライドさせ、コンピューターの前面から取り列■します。 



1 

Bluetooth アセンブリ 

2 

Bluetooth アセンブリタブ 

3 

前面パネル 

4 

Bluetooth アセンブリケーブル 


7. Bluetooth アセンブリをま全な場巧に置いておきます。 


Bluetooth アセンブリの取り付け 

















1. 作業を開始ずる 前にの 手順に巧って操作してください。 


2. Bluetooth アセンブリタブを前面パネルの Bluetooth アセンブリスロットに位置を合わせ、カチッと巧定の位置に収まるまで、 Bluetooth アセンブリを巧し么みます。 

3. Bluetooth アセンブリケーブルをシステム基板コネクターにお結しまず （ システム基ネ反コンポー本 ント を 参照）。 

4. 前面べゼルを取り讯ナます （ 前面べゼルの巧り佈 ナ ホを照）。 

5. コンピユーターカバーを取りかけます （ コンピユーターカバーの取りが け を参昭）。 

6. コンピューターおよびデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 
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PCI および PCI Express 力ード 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ 力ード固定ブラケットの取りがし 
♦ カード固定ブラケットの取り巧け 

♦ PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取りかし 

♦ PCI 力~ドおよび PCI Express 力~ドの取りイ寸け 

♦ PCI Express 力ードを取りがし.または取りかけと;をのコンビューターの i さ定 

A 警告： コンピューター巧巧の巧業を始める前に、お巧いのコンピューターにせ属しているガイドの安全にお巧いいただ<ためのを童事巧をお拓み<ださい。その化、ま全にお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、ま令へのコンプライアンスに巧するホームぺージ ( www . dell . com / regulatory _ compliance ) を参おしてください。 

么 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y かす前にコンピューターの■巧プラグを必ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、前面パネルインサートなど）が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターをを用しないでください。 

へ ホ意： コン ピューターの»理は、拓巧されも巧巧をのみが行って<ださい。 Dell ™ で技められていない#里（巧 ffi 作#)による橘*は、巧应のがをとな y ません。 


カード固定プラケットの取 y 外し 

1. 巧業を開始する前に 手順になって操作して〈ださい。 

2. コンピュ ーター カバーを取り外します (コンピュ ーター カバーの巧り 外しを 参照）。 


3. 力ード固定ブラケットを固定しているネジをがします。 

4. 力ード固定ブラケットを持ち上げて取りかし、ま全な場丽こ置いておきます。 



[ II :キジ I 习力ード固定ブラケット I 


カード固定ブラケットの取り付け 

1. 巧業を開始ずる前に 手順に従って操作してください。 

2. 力ード固定ブラケットを取りかけ、巧の点を確認します。 

I ガイドクランプカげイドの切 y 化みと揃っている。 

I すべての力ードと フィ ラーブラケットの上端が位置合わせパーと揃ってし、る。 

I 力ードまたは フィ ラーブラケットの上部の切り込みが、位置合わせボイドと合っている。 

3. カード固定ブラケットを固定しているネジを取り付けます。 























1 

ガイド留め具 （2) 

2 

力ード固定ブラケット 

3 

位置合わせガイド 

4 

位置合わせガイド 

5 

フイ ラー ブラケット 

6 

ボイド切り込み （2) 


PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り外し 

1. 作業を開始ずる前に 手順に従って操作してください。 

2. コンピューターカバーを取り外しまず ( コンピューターカバーの取り かし を参照）。 

3. 必要に応にて、グラフィックスカードブラケットを取り外します （ グラフィックスカードブラケットの巧り巧し を参照）。 

4. 必勒二応じて.プライマリ M - ドドライブを取りかします 【 ハードドライブの取り外し をを暖）。 

5. 力ード固定ブラケットを取りかします （ 力ード固ずブラケットの取りが け を参暧）。 

6. 必要に応じて、力ードに接結されてし、るケーブルをすべて外します。 

7. 力ードスロットから PCI Express 力ードを取り巧します。 

I PCI 力ードまたは PCI Express xl 力ードは、力ードの上端のちをつかんでコネクターからゆっ"引き巧きまず。 

I PCI Express xl 6 力ードの場合は、固定タブを引っ張り、力ード上部の両端をつかみ、コネクターから引き巧きます。 



1 

PCI Express xl 力ード 

2 

PCI Express xl 力ードスロット 

3 

カードクリップタブ 

4 

PCI Express xl 6 力ードスロット 

5 

PCI Express xl 6 力ード 


5 






































1 

力ード固定クランプ 

2 

ネジ 

3 

フイラーブラケット 

4 

力ード固定クランプインサート 

5 

PCI Express 力ード 


8. 力ードを取り巧したままにする場合は、をの力ードスロット開口部にフイラーブラケットを取り付けます。 

じ メモ： コンピユーターの FCC 認証を満たすため、をの力ードスロット開口部にはフイラーブラケットを取り付ける必要があります。また、フイラーブラケットを装着すると、コンピユーターを 
ほこりやゴミからな塞できます。 


PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り付け 

1. 巧業を閱おする 前に の 手順に化って操作して<ださい。 

2. 力ードを取 y かける準楠をします。 

力ードの設定、内部の接続、またはお使いのコンピューターに合わせた力ードのカスタマイズの情報については、力ードに付属しているマニュアルを参照してください。 

3. PCI Express 力ードをシステム基板のスロットに設置し、しっかり巧し込みまず。 PCI Express 力ードカなロットに完全に装着されているか確認します。 



1 

PCI Express xl 力ード 

2 

PCI Express xl 力ードスロット 

3 

PCI Express xl6 力ードスロット 

4 

PCI Express xl6 力ード 


4. 力ード固をブラケットを取りがけます ( 力ード固をブラケットの取り付け ホき照）。 

































1 

ネジ 

2 

カード固をクランプ 

3 

力ードクランプインサート 

4 

フイラーブラケット 

5 

PCI Express 力ード 


5. 必要なケーブルをカードに接続します。 

力ードのケーブル巧続につい口ま、力ードにか属のマニュアルを参照してください。 

A ま意： 力-ドケ—プルは、力-ドの上や後ろをぶしてしないで<ださい•ケ—ブルを力-ドの上を巧して配保チる t コンピュ—夕—カバ-が正しく田まらな<なったり、を置に 
^換《を与える巧れがあります。 

6. 必畢に応じて、プライマリドドライブを取りけ■けます いードドライブの取り村 ■け を 参照）。 

7. 必畢に応じて、グラフィックスカードブラケットを取りがけます （ ヴラフィックスカードブラケットの取り付け をを招）。 

8. コンピューターカバーを取 y 付け、コンピューターとデバイスをコンセントに巧統して電源を入れます。 

9. インストールを完了するには 、 PCI Exoress 力ードを取りがし、まナこは取りけけナこをのコンピューターの設定 ホを照してください。 


PCI Express 力ードを取り外し、または取り付けた後のコンピューターの設定 

じ メモ： コネクターの位置(こつし、ては、 『セットアップガイド』 を参照してください。お使いの力ードのドライバおよびソフトウェアのインストールに関する情報は、力ードに同巧の説明書を参照してく 
M ださい。 



巧 y 付け巧み 

巧 y 巧し巧み 

サウ 

ンド 

力一 

K 

1. セットアップユーティリティを起 
動します (セットアップユーティリ 
ティ （ BIOS ) をきお）。 

2. Onboard Audio 

Controller (オンボードホーデ 

ィオコントローラ）に移動し、設定 
を Disabled (無効） 1 こ変更しま 
す。 

3. 外付けホーディホデバイスをサ 
ウンドカードのコネクターに接続し 
ます。 

1. セットアップユーティリティを起動しま 
す （セットアップユーティリティ 
( BIOS ) ホを照）- 

2. 統合周辺磯器に移動し、 Onboard 
Audio Controller (ホンボードオ 

-ディホコントローラ)を選巧して、設 
定を Enabled (ち如に変更しま 
す。 

3. か巧けホーディオデバイスをコンピュ 
-夕一の背面パネルコネクターに接続 
します。 

ネッ 

卜7 
—ク 
力一 

1. セットアップユーティリティを起 
動します (セットアップユーティ IJ 
ティ （ BIOS ) をを照）。 

2. Onboard LAN Controller 

(オンボード LAN コントローラ）に 
移動し、設定を Disabled m 
効）にを要しまず。 

3. ネットワークケーブルをネットワ 
ークカードのコネクターじ接続し 
ます。 

1. セットアップユーティリティを起動しま 
す （セットアップユーティ U ティ 
( BIOS ) を参照）„ 

2. Onboard LAN Controller (才 

ンボード LAN コントローラ）に移動し、 
設定を Enabled (ち効）に変更しま 
す。 

3. ネットワークケーブルを内蔵ネットワ 
ークコネクターに接続します。 


目次に戻る 

































目次に戻る 


コイン型バッテリー 


Del|TM Studio XPS …8100サービスマニュアル 

♦ コイン型バッテリーの取り外し 
♦ コイン型バッテリーの取り付け 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだけこめのを意事項をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに巧するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

A 警告： 巧しいバッテリーを巧 y かける場合、正し<巧リ忖けて<ださい。巧なずる場合があ y ます。バッテリーは，同じタイ义または»を元が推巧する同#タイプのバッテリとのみ 
^ 巧みしてください。巧用巧みのバッテリーは、«造元の巧示に巧って巧窠してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンピューターの■巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、が面バネルインサート)など）が1つでも取 y ホされたが態で、コンピューターを巧用しないでください。 

へ を意： コン ピューターの»巧は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で E められていない條理【巧巧作業）による損«は、巧曲の巧象とな y ません。 


コイン型バッテリーの取 y 外し 


1. 新しいバッテリーを巧リイ汁けたをで正しい設ずに戻すことができるように.セットアップユーティリティ面面をすべて記録します （ セットアップユーティリティ （ BIOS ) ををお）。 

2. 巧業を閱始ずる 前に の 手順じがって操作して < ださい。 

3. コンピューターカバーを取りかします （ コンピューターカバーの巧り がし を を睛）。 

4. システム基板上のバッテリーソケットの位置を確認します （ システム基あコンポーネント を参照）。 

A ま意： ホ巧の巧<ない工具を巧用してバッテリーをソケットから巧り出す場を、工具がシステム基巧に触れないようを意してください。必ず、バッテリーとソケットの旧に工具を巧 
^実に巧入してから、バッテリーをホします。これらの手版を巧まないと、バッテリーソケットがかれたんシステム»巧の回巧を巧断するなど、システム基巧に損傷を与えるをれが 
あります。 

5. バッテリーリリースレバーを押して、コイン型/くッテリーを取りかします。 



1バツテリーリリースレバ- 


く一 [2 r コイン型バッテリー 


3バッテ IJ — ソケット 


氏べゼルをを全な場所に置いておきます。 


コイン型バッテリーの取り付け 


1. 作業を開おする 前に の 手順に従います。 


2. 新ししロイン型バッテリー { CR 2032) の「+」側をちに向けてソケットに挿入し、カチッとはめ込みます。 















| 7 ]" コイン型バッテリー [ 7 ]" バッテリ-ソケット 


3. コンピューターカバーホ取リイ汁けます （ コンピューターカバーの取りがけ ホ参照）。 

4. コンピューターとデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 

5. セットアツブユーティリティを起動 (セットアツブユーティリティ（が 0 S 1 を参照）して、 ステッブ1 で記録した設定に戻します。 


目次に戻る 









目次に戻る 

コンピューターカバー 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ コンピューターカバーの取りかし 
♦ コンピュ ーター カバーの取りせけ 

A 替告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだ<ためのを意事巧をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに巧するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

A 警告： 感■の可化性、团作中のフアン巧巧による巧*、またはその化予期しない巧巧を防ぐため、カバーを巧 y 巧す前にはコンピューターの■巧プラグを化ずコンセントからな 
^ いてください。 

么 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、前面バネルインサートなど)が1つでも巧 y かされた巧巧で、コンピューターを巧用しないでください。 

へ を意： コンピューターの修理は、 E 可された巧巧をのみが行ってください。 Dell ™ で坦められていない修理（巧®巧業）による損«は、巧曲のがをとな y ません。 

へ を意： カバーを巧りないたコンピューターでの巧業ができるように、にさ30 cm な上の十分なスぺースが巧串を上にあることを巧店してください。 

コンピュ ーター カバーの 取り外し 

1. 巧業を開始ず る 前に の手順じがって操作して < ださい。 

2. コンピュ ーター カバーを上向きにして、コンピューターを横に倒しまず。 

3. 必要に応じて、スクリュードライバーを巧って、コンピューターカバーをシサーシに固定する魄ネジを取り外します。 

4. コンピューターカ/く一をコンピューターの前面から引き出し、持ち上げて外します。 



] "換本ジ h "1 コンピュ ーター カバー 


5. カバーを安全な場巧に置いておきます。 


コンピュ ーター カバーの 取り付け 

1. 巧業を開始ずる前 I こ の手 II 盾に従って操作してください。 

2. すべてのケーブルがしっかり挖結され、ケーブルが邪魔にならない場耐こまわられてしぶか確認します。 

3. コンピューターの巧卽に工具やをった部品が残っていないか確認します。 

4. コンピューターカバー下部のタブを、コンピューターの縁にあるスロットに合わせます。 


5. コンピユーターカバーを押さえ、コンピユーターの前面に巧かつてスライドさせます。 











6. コンピューターカバーをシヤーシに固定ずる蝶ネジを取り付けます。 



1 

魄ネジ 

2 

スロット 

3 

コンピューターカ/く一 


7. コンピューターを織に立てて、置きます。 


目次に戻る 
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プロセッサー 

Del|TM Studio XPS …8100 サービスマニュアル 


♦ プロセッサーの取り外し 
♦ プロセッサーの取りせけ 


A 警告： コンピューター巧巧の作美を始める前に、お巧いのコンピューターに优■しているガイドのま全にも'巧いいもだ<ためのを意事巧をお読み<ださい。その化、巧をにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに巧するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、吊 r 面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

を意： コン ピューターの修理は、店可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で 担められていない#理【巧®作業）による損化主、巧曲の巧象とな y ません。 

A を意： ハ-ドウエアの巧 y かしとさ换に«れている方なかは、ホの手巧を実行しないことをお拍めします。これらの手旧をおって実行すると、システム基巧に損傷を与えるおそれ 
^があ y ます。巧巧的なサービスに田しては、『セットアップガイド J を参おしてください。 

プロセッサーの取り外し 

1. 巧業を閱始ずる 前に の 手順じがって操作して<ださい。 

2. コンピューターカバーを取りかします ( コンピューターカバーの巧り がし を 参睛）。 

ホ意： コン ピューターの#理は、店可されたな巧者のみが行ってください。 Dell ™ で K められていない tf 理【巧®作窠）による損«は、巧拉のがことなりません。 

A を意： プラスチック製のシ—ルドが左っても、ヒ—トシンクアセンブリは正常な»ホ中に»温になる場合があります。ヒ—トシンクアセンブリに触れる前には十分に時旧をかけ、ア 
^センプリの温度が下がっていることを巧おしてください。 

3. コンピューターからブロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリを取りかします ヴロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの取り かし を 参照）。 

メモ： 新ししヴロセッサーに新しし、ヒートシンクが必要な場合を除き、プロセッサー空換の際には元のヒートシンクアセンブリを再利巧します。 

4. リリースレバーを押し下げて、レバーを固定しているタブから巧します。 

5. プロセッサーカバーを開きます。 



1 

プロセッサーカバー 

2 

プロセッサー 

3 

ソケット 

4 

タブ 



















[sju リ-スレバ— I 

へ を意： プロセッサーを巧 y 巧す巧は、ソケット巧巧のピンに触れたんピンの上にみぞまとさないようにしてくださし、。 

6. プロセッサーをゆっくりと持ち上げてソケットからかしてください。 

新しいプロセッサーをソケットにすぐに取り付けられるよう、リリースレバーはリリース位置に広げたままにしておきます。 


プロセッサーの取り付け 

A を意： コンピューター背面のをちされていないを*面に tt れて、み体から»■巧をお去してください。 

A を童： プロセッサーを巧 y かける皮は、ソケット巧彻のピンに触れたリ、ピンの上に巧を落とさないようにしてくださし、。 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. プロセッサーの商部に舶れないようにを意しながら、新しいプロセッサーをパッケージから取り出します。 

/\ を意： コンピューターの■巧を入れるときにプロセッサーとコンピューターに#復できない損«を与えないため、プロセッサーをソケットに正し<装着してください。 

3. ソケット上のリリースレバーが完全に開いてし、ない場合、その位置まで動かします。 

4. プロセッサーの前面と背面の位置合わせ用の切 y 込みを、ソケットの前面と背面の巧置合わせ用の切り込みに合わせます。 

5. プロセッサーとソケットの1番ピンのちを合わせます。 

A ホ意： 損»を防ぐため、プロセッサーとソケットが正し<撤っているか巧皮して<ださい。プロセッサーを® y 付ける巧に巧里に力を化えないでください。 

6. プロセッサーをソケットの上に詳かに置き、ブ□セッサーが正しい位置にあるか確認しまず。 

7. プロセッサーをソケットにしっかりと装着したら、プロセッサーカバーを閉じ、プロセッサーカバーのタブがソケットのセンターカバーラッチの下に<るようにしてくださし、。 



1 

を面を置合わせ切り込み 

2 

プロセッサーカバー 

3 

センターカバーラッチ 

4 

プロセッサー 

5 

ソケット 

6 

タブ 

7 

リリースレバー 

8 

前面位置合わせ切り込み 

9 

プロセッサ ー 1番ピンのインジケータ 



















8. カチッと所定の位置に収まるまで、ソケットリリースレバーをソケットの方に戻して、プロセッサーを固定します。 


9. ヒートシンク底面に塗ってあるサーマルグリースを巧き取ります。 

A ま意： 巧しいサーマルグリースををってください。巧しいサーマルグリースはち切なみ巧合を巧つためにきわめて重要で、プロセッサーが最ちに 助 巧するための化巧を件です。 

10. プロセッサーの上面にサーマルグリースを新たに塗ホします。 

11. プ□セッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリを取りがけます ヴロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの取りせ け を参照）。 

A ホ意： プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンプリが正しくち»され、しっか y 固をされているか推法します。 


12. コンピューターカバーホ巧リイ汁けます （ コンピューターカバーの取りがけ ホを照）。 






目次に戻る 


ドライブ 

Del|TM Studio XPS …8100サービスマニュアル 

♦ /、ードドライブ 

♦ オプティカルドライブ 

♦ メディアカードリーダー 

A 警告： コンピューター巧巧の巧業を始める前に、お巧いのコンビューターに付属しているガイドのを全にお巧いいもだ<ためのま意事巧をが拓み<ださい。その化、安全にお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、ま令へのコンプライアンスに曲するホームぺージ ( www . dell . com / regulatory , compliance ) を参巧してください。 

么 警告： 巧■巧止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンピューターの■巧プラグを必ずコンセントから抜いてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、前面パネルインサートなど)が1つでも巧 y 巧されたがおで、コンピューターをを用しないでくださし、。 

へ ホ意： コンピューターの»理は、店可された技巧者のみが行ってください。 Dell ™ で K められていない tf 理【巧®作業）による損*は、巧拉のおことなりません。 

ハードドライブ 

ハードドライブの巧り外し 

A を意： 巧しておきたいデータを巧存している/\-ドディスクドライブを交換する場合は、ファイルのバックアップを巧ってから、巧の手旧を曲巧します。 

1. 巧業を間おずる 前に の手順じがって操作して<ださい。 

2. コンピューターカバーを取り外しまず （ コンピューターカバーの取りが し を参照）。 

3. 電源ケーブルとデータケーブルを"ードディスクドライブからかします。 

じ メモ： この時点ではハードドライブを取リイ寸けない場合、データケーブルのもう一方の端をシステム基板コネクターからかして協に置いておきます。データケーブルは、後ほどハードドライ 
M ブを取り付けるときに使用できます。 

4. 必要に応にて.グラフィックスカードブラケットを取り外します げ ラフィックスカードブラケットの巧り かし を参照）。 

5. M - ドドライブをドライブパネルに固定している4本のネジを外します。 

6. ドライブをコンピューターの背面に向かって引き出します。 

A を意： /\-ドディスクドライブの巧 y 巧しまたは巧 y がけ中、"ードディスクドライブの回を基巧に«をがけないようにを意してください。 



1 

電源ケーブル 

2 

ドライブパネル 

3 

ネジ （4} 

4 

ブライマリハードドライブ 

5 

データケーブル 

6 

SATA コネクタ 















7. ハードドライブを取りかすことじよってドライブ横ホがををされる場合.そのををホセットアツブユーティリティで必ず反映して < ださい （ セットアップユーティリティ （ BIOS ) ホを照）。 


ハードドライブの取り付け 

1. 巧業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. ドライブのマニュアルを参照して、ドライブがおほいのコンピューターじ合わせて設定されているか確認します。 

3. M - ドドライブを M - ドドライブベイに挿入します。 

4. ドライブパネルのネジ巧と"ードドライブのネジ巧のな置を合わせます。 

5. M - ドドライブをドライブパネルに固定している4本のネジを取り付けます。 

t 電源ケーブルとデータケーブルホハードドライブに巧捕します （ システム其板コンポーネント を参聞）。 

7. プライマリ M - ドドライプを取りがける場合、グラフィックスカードブラケットを取 y せけて<ださい （ グラフィックスカードブラケットのおり かけ を参照）。 

8. コンピュ ーター カバーを取り付けます ( コンピュ ーター カバーの取りせ け を参照）。 

9. コンピューターとデバイスをコンセントに接統して、電源を入れます。 

10. ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブにが属のマニュアルを参照してください。 

11. セットアップユーティリティをチェックして、ドライブ横ホのををを確認します （ セットアップユーティリティ （ BIOS ) ホを照）。 


ホプティカ J レドライブ 
オプティカルドライプの取り外し 

1. 巧業を間おずる 前に の 手順じがって操作して < ださい。 

2. コンピューターカバーを取りかします ( コンピューターカバーの巧り がし を を睛）。 

3. 前面べゼルを取りかします （ 巧面べゼルのおりが し を 参熙）。 

4. 電源ケーブルとデータケーブルをオブティカルドライブからがします。 

じ メモ： この時点ではオプティカルドライブを取り付けない場合、データケーブルのもう一方の端をシステムを板コネクターからかして胳じ置いておきます。データケーブルは、後ほどオプ 
ティカルドライブを取り付けるときに使用します。 

5. オブティカルドライブをドライブパネルに固定している4本のネジをがします。 

6. ホプティカルドライブを巧してスライドさせ、コンピューターの前面から取り出します。 














1 

ネジ （2) 

2 

ホブティカルドライブ 

3 

ドライブパネル 

4 

データケーブル 

5 

SATA コネクタ 

6 

電源ケーブル 


7. ホプティカルドライブをま全な場所に置いておきます。 


オプティカルドライプの取り付け 


1. 巧業を閱始する 前に の 丰 II 盾に巧って操作してください。 

2. 古いオプティカルドライブのネジをかしま斤しいオプティカルドライブに差し込みます。 



キジ 


3. コン ピューターの前面からオプティカルドライブをオプティカルドライブベイにゆつ <リスライドさせます。 

4. オブティカルドライブのネジ巧とドライブパネルのネジ巧の位置を合わせまず。 

5. オブティカルドライブをドライブパネルに固定している2本のネジを取 y 付けます。 

6. 雷源ケーブルとデータケーブルをオプティカルドライブに巧統します （ システム某おコンボーネント をを熙）。 

7. 前面べゼルを取りがけます (前面べゼルの 取り付けを 参照）。 


8 . 


コン ピュ ーター カバーを取り付けます (コン ピュ ーター カバーの 取り付けを 参辟、）。 




















9. コンピューターおよびデバイスをコンセントにを続して、電源を入れます。 

10. ドライブの動作に必要なソフトウェアをインストールする手順については、ドライブにが属のマニュアルを参照してください。 

11. セットアップユーティリティをチェックして、ドライブ構成のを至を確認します ( セットアップユーティリティ （ BIOS ) を参照）。 


メディアカードリーダー 
メディアカードリーダーの取り外し 

1. 巧業を間おずる 前に の 手順じがって操作して < ださい。 

2. コンピューターカバーを取りかします （ コンピューターカバーの巧りがし ホを睛）。 

3. 前面べゼルを取りかします （ 巧面べゼルの取りかし を 参熙）。 

4. オブティカルドライブを取りかします ( オプティカルドライブの取り外し をを昭）。 

5. トップカバーを取りかします （ トップカバーの取り かし を 参招）。 

6. メディアカードリーダーを前面パネルに固まする2本のネジを取りかします。ネジはメディアカードリーダーの下にあります。 

7. システム基板コネクターからメディアカードリーダーケーブルを取りかします （ システム基板コンポー本 ント を 参照）。 

8. 図のように、メディアカードリーダーをスライドさせて、コンピューターから取りかします。 


2 



1 

メディアカードリーダー (2) 

2 

スロットに） 

3 

メディアカードリーダー 

4 

ネジ （2) 


メディアカードリーダーの取り付け 

1. 作業を開始ずる 前に の 手順に従って操作してください。 

2. メディアカードリーダーガイドをトップパネルのス□ツトにゆっ < りとスライドさせます。 

3. メディアカードリーダーを前面パネルに固定する2本のネジを取り付けまず。 


4. システム真板コネクターからメディアカードリーダーケーブルを取リイ汁けます （ システム其板コンポーネント をを照）。 



















5. トップカバーを取りけ•けます （ トップカバーのおりけけ ホ参聞）。 


6. オプティカルドライブを取りがけます ( 十プティカルドライブの取りがけ ホを照）。 


7. 前面べゼルを取りがけます （ 前面べゼルの巧りがけ ホを照）。 


8. コンピュ ーター カバーを取り付けます (コンピュ ーター カバーの 取り付けを 参照）。 


9. コンピューターとデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 








目次に戻る 

フアン 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ シャ~シフアン 

♦ プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリ 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を跑める前に、お巧いのコンピューターに付属しているガイドのまをにお巧いいもだ<ためのを意事巧をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに巧するホームぺージ {www.dell.com/ regulatory,compliance) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、吊 r 面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

へ 注意： コン ピューターの♦巧は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell™ で担められていない#理【巧®作業）による損化王、巧曲の巧象とな y ません。 

シャーシフアン 

シャーシフアンの取り外し 

A を意： シャーシフアンを巧 y ホす巧に、フアンプレードに触れないでください。フアンがするお子れがあ y ます。 

1. 巧業を閱始ずる 前に の 手順になって操作して<ださい。 

2. コンピューターカバーを取り外しまず （ コンピューターカバーの取り かし を 参障.）。 

3. シャーシフアンケーブルをシステム基板コネクターから外します （ システム基おコンポーネント を参照）。 

4. シャーシフアンをシャーシに固定している4本のネジをかします。 

5. 図のように、シャーシフアンをスライドさせて、コンピューターから取りかします。 



9 ^ 

0 ^ 


1 

キジ （4) 

2 

シャーシフアン 


シャーシフアンの取り付け 


1. 巧業を閱抬ずる 前に の 辛II盾に従って操作してください。 


2. シャーシファンのネジ巧とシャーシのネジ巧の位置を合わせます。 
















3. シャーシファンをシヤーシに固定する 4 本のネジを取り付けます。 


4. シャーシフアンケーブルをシステム基巧コネクターに接続します （システム基ネ反コンポーネントを 参照）。 


5. コンピュ ーター カバーを取り付けますく コンピュ ーター カバーの 取り付けを 参照）。 


プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンプリ 

A 警告： プラスチック製のシ-ルドがあっても、プロセッサ-フアンおよび>ヒ-トシンクアセンブリは通常の曲巧中に K 温になる場合があ y ます。ヒ-トシンクアセンブリに枯れる前 


^ に十分時阳を置き、アセンブリの温まが下がっていることを巧 e してください。 

/\ ま意： プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリは単一のユニットです。フアンだけを単巧で巧 y ホさないでください。 

プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリの取り外し 

1. 作業を開始する 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コン ピュー 々ーカバーを取りかします （ コンピュ ーターカバーの取り かし を参睛）。 

3. プロセッサーファンケーブルホシステム某板コネクターからかします （ システム某おコンポーネント を参輯）。 

4. マイナスドライバーをスロットに差し込み、反時計回りに4つの固定キャップを回し、プ□セッサーヒートシンクアセンブリのロックを锅除します。 

5. 4つの固をキャップを持ち上げ、システム基板からプロセッサーヒートシンクアセンブリをかします。 

A を意： プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリを巧りホしたら、ヒートシンクのサーマルインタフエースが損傷しないように、巧面を下にするか、または裏おしにして置い 
^てください。 

6. プロセッサーフアンとヒートシンクアセンブリを持ち上げながら、コンピューターから取り出します。 




1マイナスドライバ ー 2システム基板コネクター 


3スロット 


4固定キヤッブ （4) 


5プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリ 


プロセッサーフアンおよびヒートシンクアセンブリの取 y 付け 


1. 作業を間始ずる 前にの 手順に巧いまず。 


2. ヒートシンク底面に塗ってあるサーマルグリースを巧き取ります。 

























A ま意： 新しいサーマルグリースををって<ださい。新しいサーマルグリースは*切なみ接合を巧つためにきわめて*要で、プロセッサーが A 適に助ホするための必須お件です。 


3. プロセッサーの上面にサーマルグリースを巧たに塗布します。 

4. 必要に応じて、ブ□セッサーヒートシンクアセンブリの固定キャップを時計回りに回しロック位:置になるようにしまず。 

5. プロセッサーファンとヒートシンクアセンブリの固定キャップをシステム基板のネジ巧と位置を合わせ、巧し込みます。 

t プロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリのケーブルをシステム基おコネクターに巧結します （ システム基おコンポーネント を参照）。 

7. コンピュ ーター カバーを取り付けます (コンピュ ーター カバーの 取り付けを 参辟、）。 


8. コンピユーターおよびデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 






目次に戻る 


前面 USB パネル 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ 前面 USB パネルの取りが し 
♦ 前面 USB パネルの取り 巧け 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだ<ためのを意事巧をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに巧するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、吊 r 面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

へ 注意： コンピューターの#巧は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で担められていない#理【巧®作業）による損化王、巧应のが象とな y ません。 

前面 USB パネルの取り外し 

^ メモ： 新しい前面 USB パネルを取り付けるときに正しく元どおりに配線できるように.ケーブルを取り巧す際に配線をすべて書き留めておいて〈ださい。 

1. 巧業を開始する 前に の 手順に;走って操作してください。 

2. コンピューターカバーを取りかします （ コンピューターカバーの巧り がし を 参睛）。 

3. 前面べゼルを取りかします （ 巧面べゼルの取りかし を 参熙）。 

A を意： USB パネルをコンピューターから引き化すときには、特にを意を化ってください。不を意によってケープルコネクターやケーブル历餐クリップが損 g するおそれがあ y ま 

4. システム基板コネクターから USB パネルケーブルをがしてください （ システム基板コンポーネント を 参照）。 

5. USB パネルを前面パネルに固をしているネジを外します。 

6. 前面 USB パネルをスライドさせて前面パネルからクランプをち I 除し、引き巧きます。 



1 

前面 USB パネルクランプスロット 

2 

前面 USB パネル 

3 

キジ 
















前面 USB パネルの取り付け 


/\ を 意： 前面 USB バネルを USB バネルクランプスロットにスライドさせる巧には、ケーブルコネクターやケーブル配線クリップに損*をちえないようにま意してください。 

1. 巧業を間おずる 前に の 手順じがって操作して < ださい。 

2. 前面 USB パネルクランプを前面 USB パネルクランプス□ットに合わせてスライドさせます。 

3. USB パネルを前面パネルに固定しているネジを外します。 

4. システム基板コネクターに前面 USB パネルケーブルを巧続します ( システム基板コンポーネント を参照）。 

5. 前面べゼルを取り巧けます ( 前面べゼルの 取り付け を 参照）。 

6. コンピュ ーター カバーホ巧リイ汁けます （ コンピュ ーターカバーの取りがけ ホを 照）。 

7. コンピューターおよびデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 








目次に戻る 


グラフィックスカード'ブラケット 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ グラフィックスカードブラケットの取り外し 

♦ グラフィックスカードブラケットの取り付け 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を跑める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだ<ためのを意事項をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに曲するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、巧面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

へ を意： コン ピューターの#巧は、店可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で ffi められていない#理【巧®作業）による損«は、巧应のが象とな y ません。 

^ メモ： グラフィックスカードブラケットは、コンピューター購入時にダブルワイドグラフィックスカードを同個ま文した場合のみ、コンピューターに取りがけられています。 


グラフィックスカードブラケットの取り外し 


1. 巧業を間始する 前に の 手 II 盾に 化って操作してください。 

2. コンピューターカバーを取りかします （ コンピューターカバーの巧り がし を を睛）。 

3. グラフィックスカードブラケットをドライブパネルに固定している2本のネジを外しまず。 

4. グラフィックスカードブラケットを回しヒンジクランプスロットから持ち上げてがします。 

5. グラフィックスカードブラケットをま全な場而こ置いておきます。 


1 



1 

ヒンジクランプスロット 

2 

ヒンジクランプ 

3 

キジ （2) 

4 

グラフィックスカードブラケット 


グラフィックスカードブラケットの取り付け 


1. 巧業を閱始する 前に の丰 I 帽じ巧って操作してください。 

2. グラフィックスカードブラケットのヒンジクランプの位置を合わせ、シャーンのヒンジクランプス□ットに差し込みます。 

3. グラフィックスカードブラケットを下向きに回します。 

4. グラフィックスカードブラケットをドライブパネルに固定する2本のネジを取り付けます。 



















5. コンピューターカバーを取り付けます (コンピューターカバーの巧り 付けを 参照）。 


目次じ房る 





目次に戻る 


メモリモジュール 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ メモリモジュールの取り外し 

♦ メモリモジュールの取り付け 

A 替告： コンピューター巧巧の作業を抬める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだ<ためのを意事なをが拓み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに巧するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、吊 r 面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

へ 注意： コン ピューターの修理は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で担められていない#理【巧®作業）による損化丈、巧应のが象とな y ません。 

メモリモジュールの取り外し 


1. 作業を開始ずる 前に の 丰II盾に従って操作してください。 

2. コンピュー々ーカバーを取りかします （ コンピューターカバーの取り かし を参睛）。 

3. システム基板上のメモリモジュールの位置を確認します （ システム基おコンポー キント を 参照）。 

4. メモリモジ ュール コネクターの両端にある固定クリップを、巧し開きます。 



1 

メモリモジ ユール コネクター 

2 

固定クリップ 


5. メモリモジュールをつかんで引き上げます。 

メモリモジュールが取り外しにくい場合は、メモリモジュールを前後に程く動かして緩め、コネクターから取りかします。 


メモリモジュールの取り付け 

1. 巧業を間おずる 前に のキIIおじがって操作して < ださい。 

2. メモリモジュールコネクターの両端にある固定クリップを、巧し開きます。 

ホ意： コン ピューターの»理は、お可された巧巧者のみが行ってください。 Dell ™ で K められていない修理【巧®作業）による損«は、巧曲の巧象とな y ません。 

/\ ホ意 ： ECC メモリモジュールは巧り村■けないでください。 

A を*: メモリのアップグレード中に コン ピューターから元のメモリモジュールを巧りホし、新し<装«するモジュールを Del | TM から贈入した場合、元のメモリモジュールと新しいメ 
モリモジュールは個別に巧管して<ださい。できるだけ、巧しし、メモリモジュールと元のメモリモジュールをベアにしないでください。ペアにすると、コンビューターが正し<ち動しな 
いことがあります。推ちメモリ構ぶ： DIMM コネクター1と2にメモリモジュールのベア、および DIMM コネクター 3と4に別のメモリモジュールのペア。 
















1 

DIMM コネクター3および4に同じメモリ 

2 

DIMM コネクタ ー 1および2に同じメモリ 


モジュールのペア(黒をの固定クリップ） 


モジュールのペア（白をの固定クリップ） 


3. メモリモジュール下部の切り込みをコネクターのタブに合わせます。 



1 

切リタき （2) 

2 

タブ 

3 

切り込み 

4 

メモリモジ ュール 


A を意： メモリモジュールの揉 g を防ぐため、メモリモジュールの両巧に均等に力を入れで、コネクターにまっすぐ差しをむようにしてください。 

4. メモリモジュールを、力于ッと所定の位置に収まるまでコネクターにしっか y と巧し込みます。 

メモリモジュールが適切に挿入されると、固定クリップはメモリモジュール両端の切リタきじカチッと収まります。 



1 

切りたき （2) 

2 

固定クリップ(固定された巧態） 


5. コンピユーターカバーホ取リイ汁けます （ コンピユ ーターカバーの取りがけ ホを照）。 

6. コンピユーターとデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 

メモリサイズが変更されたことを示すメッセージが表示されたら、 <F1> を巧して続行します。 

7. コンピユーターに□グオンします。 

8. Microsoft® Windows® デスクトップのマイコンピユーターアイコンをちクリックし、プロパティをクリックしまず。 
















9. を 化タブをクリックします。 


10. 表示されているメモリ {RAM) の容量を確認して、メモリが正し<装着されているか確認します。 


且ジに夏る 




目次に戻る 


電源 ュニット 

Del|TM Studio XPS …8100サービスマニュアル 

♦ 電源ユニットの取り外し 
♦ 電源ユニットの取り付け 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだけこめのを意事項をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに曲するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、ドライプベイカバーなど)が1つでも巧 y かされた巧巧で、コンピュー々一を巧用しないでください。 

へ 注意： コンピューターの#巧は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で担められていない#理【巧®作業）による損化王、巧应のが象とな y ません。 

電源ユニットの 取り外し 

1. 巧業を開始ずる前I こ の手順に従って操作してください。 

2. コンピューターカバーを取りみします （ コンピューター カバーの取り かし を参睛）。 

3. DC 電源ケーブルをシステム基板およびドライブから取り外します （ システム基巧コンポー キント を 参照）。 

4. すべてのケーブルを電源ユニット測面の固定クリップから巧します。 

5. 電源ユニットをシャーシに固定している4本のネジを外します。 

6. 電源ユニットクランプを押し、シヤーシからがします。 



1 

ネジ （4) 

2 

シャーシ 

3 

電源 ユニット 

4 

ケーブル 

5 

電源 ユニット クランプ 


電源ユニットの取り付け 

1. 巧業を間始ずる 前に の 丰II盾になって操作してください。 


2. 電源ユニットのネジカとシャーシのネジ巧の位置を合わせます。 
























A 警告： システムのア—スとして*要なネジの巧りかけや巧めがけをるると、感■のおそれがちります。 


3. 電源ユニットをシャーシに固定する4本のネジを取り付けます。 

4. DC 軍.厢ケーブルホシステム某あとドライブに巧結します （ システム其あコンポー本 ント を参睛）。 

5. コンピューターカバーを取りかけます （ コンピューターカバーの取りがけ ホ参蹈）。 

6. 電圧切り替えスイッ于がある場合はチェックして、正しい電圧が選识されてし、ることを確認します。 

7. コンピューターおよびデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 






目次に戻る 


電源ボタンモジュール 

Del|TM Studio XPS …8100サービスマニュアル 

♦ 電源ボタンモジュールの取りかし 
♦ 電源ボタンモジュールの取りかけ 

A 替告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだけこめのを意事項をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに曲するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

么 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、巧面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

へ 注意： コンピューターの#理は、店可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で担められていない#理【巧®作業）による損化王、巧应のが象とな y ません。 

電源ボタン モジュールの 取り外し 


1. 巧業を開抬ずる 前に の 丰II盾に従って操作してください。 

2. コンピュー々ーカバーを取りかします （ コンピュー》ーカバーの取り かし を参睛）。 

3. 前面べゼルを取り列•します ( 前面べゼルの取 y 外し を 参照）。 

4. オブティカルドライブを取りかします ( オプティカルドライブの 取り外し を 参照）。 

5. トップカバーを取りかします （ トップカバーの取り かし を 参照）。 

6. システム基板コネクター FP1 から電腊ボタンモジュールケーブルを取りかしまず （ システム基板コンポー キント を 参照）。 

7. 電源ボタンモジュールタブを巧してトップパネルからかし、電源ボタンモジュールを持ち上げます。 



1 

ケーブル 

2 

電源ボタンモジュール 

3 

スロット 

4 

電源ボタンモジュールタブ （4) 


8. 電源ボタンモジュールを安全な場所に保管しておきまず。 


電源ボタンモジュールの取り付け 


















作業を開始ずる 前にの 手順に巧って操作してください。 


2. 電源ボタンモジュールをタブをトップパネルのスロットに合わせ、巧し込みまず。 

3. システム基板コネクター FP1 に電; 原 ボタンモジュールケーブルを取り付けます （ システム基巧コンポー キント を 参照）。 

4. トップカバーを取りけ■けます （ トップカバーのおり 付け を 参輯）。 

5. オプティカルドライブを取り讯ナます ( オプティカルドライブの取りが け を 参招）。 

6. 前面べゼルを取り讯ナます （ 前面べゼルの巧り仲 ナ ホ黃昭）。 

7. コンピューターカバーを取りかけます （ コンピューターカバーの取りが け を参昭）。 

8. コンピューターおよびデバイスをコンセントに接続して、電源を入れます。 


目次に戻る 










目次に戻る 


システム基板 

Del|TM Studio XPS …8100サービスマニュアル 

♦ システム基巧の取りかし 
♦ システム基巧の取り付け 
♦ BIOS にサービスタグを入力する方ま 

A 警告： コンピューター巧巧の巧業を始める前に、お巧いのコンビューターに付属しているガイドのま全にお巧いいもだ<ための注意事巧をが拓み<ださい。その化、安全にお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、ま令へのコンプライアンスに曲するホームぺージ ( www . dell . com / regulatory , compliance ) を参巧してください。 

么 警告： 巧■巧止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンピューターの■巧プラグを化ずコンセントから抜いてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、前面パネルインサートなど）が1つでも巧 y 巧されもがおで、コンピューターをを用しないでくださし、。 

へ ホ意： コン ピューターの»理は、店可された技巧者のみが行ってください。 Dell ™ で K められていない tf 理【巧®ホ窠）による損*は、巧拉のお*とな y ません。 

システム基板の取り外し 

1. 巧業を開始ずる前I こ の手順に従って操作してください。 

2. コンピューターカバーを取り外します （ コンピューターカバーの取リタ1 ■し を参照）。 

3. 必要に応じて、 pa、 および PCI Express 力ードを取り外します （ PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取りが し を参照）。 

4. プ□セッサーファンおよびヒートシンクアセンブリを取りがします ヴロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの取りが し を参照）。 

5. プロセッサーを取 y 外します ( プロセッサーの取り かし を 参暖 -) 。 

6. メモリモジュールを取り外しますけ モリモジュールのおり过_ しを参照）。システム基板を取り付けた後、元通りに戻せるように、を DIMM スロットから取りかしたメモリモジュールを書き留めておき 
ます。 

7. システム基板に接続されているすべてのケーブルをかします (システムをがコンポーネント を参照）。新しいシステム基板を取り付けた後で正し〈元どおりに配線できるように、ケーブルを取り巧す 
瞭に配線をすべて書き留めておいて〈ださい。 

8. システム基板をシャーシに固定する8本のネジを外します。 

• e 巧 


♦ ♦ e 

I ® 

-H --- 
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1 

ネジ （8) 

2 

システム基板 
























9. システム基板を持ち上げて取り出します。 


10. 取りがしたシステム基キ反と新ししぃンステム基おを比べて見て、同じものであることを確認しまず。 

メモ： 交換巧システム基板上のコンポーネントおよびコネクターの一部は、既存のシステム基板上にあるコンポーネントおよびコネクターとは別の場所にある場合があります。 
^ メモ： 交換用システム基板のジャンパー設定は、出荷時に設定されています。 

システム基板の取り付け 

1. 巧業を閱おずる 前に の手 IIIM じがって操作して < ださい。 

2. システム基板をシャーシの位置にゆっくり合わせ、コンピューターの背面へスライドさせます。 

3. 8本のネジを綿めて、システム基板をシャーシに固定します。 

4. システム基板から巧りかしたケーブルを掉結します （ システムさキ反コンポーネント を 参照）。 

5. プロセッサーを取り付けます ( プロセッサーの取り かけ を参醉.）。 

6. プ□セッサーファンおよびヒートシンクアセンブリを取りがけます ヴロセッサーファンおよびヒートシンクアセンブリの取りが け を参照）。 

心 を意： コン ピューターの«理は、 B 可されたは巧をのみが行って<ださい。 Dell ™ で拓められていない#巧（巧®作*)による損*は、巧阻の巧象とな y ません。 

A を意： ヒートシンクアセンブリが正し<装着され、しっか y 固をされているか確巧します。 

7. イモリモジュールを取りかけます （ メモリモジュールの煎り付け ホを昭）。 

8. 必要に応じて、システム基板の pa、 および PCI Express 力ードを取り付けます （ PCI 力ードおよび PCI Express 力ードの取り かけ を 参照）。 

9. コンピューターカバーを取り付けます ( コンピューターカバーの取りせ け を参照）。 

10. コンピューターおよびデバイスをコンセントに接結して、電源を入れます。 

11. 必要に応じてシステム BIOS をフラッシュします。 

^ メモ： BIOS のフラッシュに関する詳細は、 BIOS の フラッシュ を 参照してください。 


BIOS にサービスタグを入力する方ま 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. POST 中に <F2> を巧してセットアップユーティリティを起動します。 

3. セキュリティタブを選巧し、サービスタグの設定フィールドにサービスタグを入力します。 


且ジに夏る 














目次に戻る 


セットアップユーティリティ ( BIOS ) 

Del|TM Studio XPS …8100 サービスマニュアル 

♦ MM 

♦ ちれたパスワードの消去 

♦ CMOS 設定のクリア 


概要 

セットアップユーティリティは次の場合に巧巧します。 

I お巧いのコンピューターに"ードウエアの追加、変更、または取り外しを行ったをのシステム設を情報の変更 
I ユーザーパスワードなどのユーザー選巧可能なオプションの設をまたは変更 
I 現巧のメモリ容量の確認や、取り付けられたハードドライプの捷類の設定 

へ を童： コンピューターの♦理は、巧可された巧巧をのみが行ってください。 Dell ™ で担められていない#理（巧®ホ*)による損«は、巧曲の巧象とな y ません。 

/\ を 意： コンピューターに样しい方なホは、このプログラムの巧をを巧ちしないで<ださい。田:をを 阳» えるとコンビューターが正かこ 曲 巧しな<なる可能性があります。 

^ メモ： セットアップユーティリティを変更する前に、セットアッブユーティリティ画面の情報ををで参照できるようにメモしておくことをお智めします。 

セットアップユーティリティの起動 

1. コンピューターの電源を入れます(または再起動します）。 

2. 青い DELLTM のロゴが表示されたら、 F 2 ブ□ンブトが表示されるのを待ち、表示後すぐに<口>を巧します。 

心 メモ： F2 プ□ンプトは、キーボードが初期化されたことを示しまず。このブロンプトは短時間しか表示されない場合があるため.表示をま意して待ち、 <F2> を巧す必要があります。ブロ 
ンプトが表示される前に<口>を巧した場合、そのキーストロークはお巧されます。キーを巧すタイミングが遅れて 0S のロゴがき示されてしまったら、 Microsoft® Windows® デ 
スクトップがき示されるのを待ち、コンピューターをシャットダウンして操作をやりなおして〈ださい (コンピューターの電源を切 るを参照）。 


セットアップユーティリテイ画面 


セットアッブユーティリティ画面は、お使いのコンピューターの現をのまたは変更可能な設定情報を表示します。画面の情報は、オプションリスト、アクティブなオプションフィールド、およびキー操作という 
3つの領域じ分割されています。 


Menu (メニュ ー）ー セットアップユーティリティウィンドウの最上部じき示されます。このフィールドには、セットアップユーティリティオプションにアクセスするためのメニューが用意されています。上 
下を印キーを巧して、ナビゲートします。 Menu (メニュ ー) ホプシヨンをハイライトき示ずると、お使いのコンピューターに取り付けられたハードウエアを定義するオプションが Options List けプシ 
ヨンリスト)にき示されます。 


Options List (オプションリスト）ーセットアップユーテ 
ィリティウィンドウの左側に表示されます。このフィールドIこ 
は、取リイ寸けられたハードウ エア、 省電力機能、およびセキュ 
リティ磯能を含む、コンピューターの構巧を定義するホプショ 
ンが表示されます。 

上下矢印キーを使巧して、リストを上下にスクロールしまず。 
オプションをハイライト表示すると、そのホブシヨンの現在の 


Options Field (オプションフィールド）一 Options List (オプションリスト）のち側に 
表示されます。 Options List (オプションリスト）に表示されたをオプションの情裙を示しま 
す。このフィールドでは、お使いのコンピューターに関する情辑をき示したり、現在の設定を変 
更したりできます。現なの設定を変更ずるには、 <Enter> を巧します。 Options List (オプ 
シヨンリスト）に戻るじは、 <ESC> を巧します。 


Help (ヘルプ）ーセットアップユー 
ティリティのち側に表示されます。 
Options List (ホプシヨンリスト）で選 
巧したオプションのヘルプ情報を示しま 
す。 


設定および利用可能な設定が Options Field (オプション 
フィールド)に表示されます。 


メモ： Options 円 eld (オプションフイールド）にき示されている設定ロホ、変更できないも 
のもあります。 


Key Functions - Options Field (オプションフィールド)の下に表示されます。アクティブなセットアップユーティリティフィールドのキーとその磯能を一黄き示します。 


セットアッブオプション 

^ メモ： この表に一黄表示される項目は、おないのコンピューターとインストールされているデバイスによって異なります。 


System Info (システム 情 巧） 

BIOS Info (bios 情報） 

BIOS のバージョン番号および日付の情報が表示されます。 

System (システム） 

システムモデル番号を表示します。 

Service Tag (サービスタグ） 

コンピューターのサービスタグを表示します。 

Asset Tag (管理タグ） 

コンピューターの管理タグを表示します。 

Processor Type (ブロセツサータイプ） 

プ□セツサータイプを表示します。 



















Processor Cache LI 

プロセッサーの LI キャッシュサイズを表示します。 

Processor Cache L2 

ブ□セッサーの L2 キャッシュサイズを表示します。 

Processor Cache L3 

ブ□セッサーの L3 キャッシュサイズを表示します。 


搭載されているメモリを量を MB 単位で表示します。 

Memory Available (使用可能メモリ） 

使用できるメモリのを量を MB 単位で表示します。 

Memory Speed (メモリ速度） 

メモリ速度を MHz 単位で表示します。 

Memory Technology (メモリテクノロジ） 

メモリテクノ□ジ （DDR3) を表示します。 


樣牟 CMOS 檐お 


System Time (システム時刻） 

時刻を hh:mm:ss おまで表示します。 

System Date (システム日付） 

現在の日かを mm:dd:yy おまで表示します。 

SATA1 

コン ピューターに内蔵されている SATA1 ドライブを表示します。 

SATA2 

コン ピューターに内蔵されている SATA2 ドライブを表示しまず。 

SATA3 

コン ピューターに内蔵されている SATA3 ドライブを表示しまず。 

SATA4 

コン ピューターに内蔵されている SATA4 ドライブを表示しまず。 

eSATA 

コン ピューターに内蔵されている eSATA ドライブを表示します。 


が巧 BIOS 機巧 


CPU Feature (CPU 機能） 

1 Hyper-Threading (ハイパースレッド）一 Enabled または Disabled (デフオルトは Enabled) 

1 Intel SpeedStepTM Tech (Intel Speedstep^^ テクノ□ジー）一 Enabled または Disabled (デフオルトは 

Enabled) 

1 1 ntel® C-STATE Tech (1 nte!® C-STATE テクノロジー)- Enabled または Disabled (デフオルトは Enabled) 

1 1 ntel® Virtualization Tech (Intel® バーチヤライゼーシヨンテクノロジー）一 Enabled または Disabled (デフオルトは 

Enabled) 

1 Limit CPUID Value (CPUID 値の制限）一 Enabled または Disabled (デフホルトは Disabled) 

1 CPU XD Support (CPU XD サポート）一 Enabled または Disabled (デフオルトは Enabled) 

1 Multiple Core Support (マルチコアサポート） 一All、 1、または2 (デフホルトは All ) 

USB Device Setting (USB デバイスの設定） 

1 USB Controller (USB コントローラ）一 Enabled または Disabled (デフホルトは Enabled) 

1 USB Operation Mode (USB 操作モード）一 High Speed または Full/Low Speed (デフオルトは High Speed) 


が巧チップセット機お 


Onboard Audio Controller (ホンボードオーディ 

オコントローラ） 

Enabled (有効）または Disabled (無効）（デフホルトは Enabled (ち効）） 

SATA Mode (SATA モード） 

ATA/RAID (デフホルトは RAID) 


Enabled (有効）または Disabled (無効）（デフホルトは Enabled (ち効）） 


Enabled (有効）または Disabled (無効）（デフホルトは Enabled (ち効）） 

Onboard 1394 Controller (オンホード 1394 コン 

トローラ） 

Enabled (有効）または Disabled (無効）（デフホルトは Enabled (ち効）） 

Memory Remap feature (メモリ再マッピング谜能） 

Enabled (有効）または Disabled (無効）（デフホルトは Enabled (ち効）） 


Boot Device Configuration (ち動デバイスの檐巧） 


Boot Settings Configuration (起動設定構成） 

システムの起動中に設定を行います。 

Hard Disk Boot Priority (ハードディスクの起動 
優先度） 

/、ードディスクドライブの起動擾先度を設まします。表示される項目は、検出された/\-ドディスクドライブに応じて動的にアッブデートさ 
れます。 

1st Boot Device (最ネ刀のブートデバイス） 

使用可能なデバイスから起動順巧を指定しまず。 


リムーバブル、 CD/DVD、/\- ドディスクドライブ、無な（デフホルトは Removable)。 

2nd Boot Device (2 番目のブートデバイス） 

使用可能なデバイスから起動順巧を指定しまず。 


リムーバブル、 CD/DVD、/\- ドディスクドライブ、無な（デフホルトは CD/DVD)。 

3rd Boot Device (3 番目のブートデバイス） 

使用可能なデバイスから起動順巧を指定しまず。 


リムーバブル、 CD/DVD、/\- ドディスクドライブ、巧な（デフホルトは Hard Drive)。 

Boot Other Device (その他の起動デバイス） 

否、可（デフオルトは可）。 


■巧ち巧セットアップ 

ACPI Suspend Type (ACPI サスペンドタイプ） 
Remote 时 ake Up (リモートウェイクアップ） 


ACPI サスペンドタイプを指定します。デフオルトは S3 でず。 


このオプションを選巧すると、ユーザーが LAN を介してコンピューターじアクセスしようとする谢こ、コンピューターの電源がホンになりま 
す（デフオルトはち効）。 


Recovery (ac 回復） 


停電(電力損失)から回復後のコンピューターの動作を指定します(デフホルトは0け)。 






































































1 On (オン）一電源障害から回復した後でコンピューターをホンにします。 

1 Off (オフ）ーコンピューターの電源をホフのままにします。 

1 Last (前回）ーコンピューターを電源摩害の発生前と同に電ミ原が態に戻します。 

Auto Power On (自動電源巧入） 

コンピューターの電源を自動的にホンにするアラームの設まが可能になります。 

Low Power Mode (ほ電カ モ ード） 

Enabled (ち効)または Disabled (無効）（デフォルトは Enabled (有巧）） 

BIOS セキュリティ機 お 

Supervisor Password (スーパーバイザーパスワー 
ド） 

インストールされたスーパーバイザーのステータス 

User Password (ユーザーパスワード） 

インストールされた ュー ザーのステータス 

Set Supervisor Password (スーバーバイザーパス 
ヮードの設定） 

を望のスーパーバイザーパスワードを設まできます 

Exit (お 了） 

Exit 雌 tions (終了オプション） 

Load Default くデフオルト設定を口ード）、 Save and Exit Setup くセットアップを保存して終了） および Exit Without Saving 

(保存せずにお了）のオプションを提供します 


Boot Sequence (起動順巧） 

この磯能を巧って、デバイスの起動順ををを要します。 

起動オプション 

I Hard Drive (ハードド ライブ）ーコンピューターはブライマリハードディスクドライブからの起動を試みます。 ホ ペレーティングシステムがドライブIこない場合、コンピューターはエラーメッセ 
ージを生成します。 

I CD / DVD Drive ( CD / DVD ドライブ）ー コンピューターは CD/DVD ドライブからの起動を試みます。ドライブに CD/DVD 力{ない場合、あるいは CD/DVD にオペレーティングシステム 
がない場合、コンピューターはエラーメッセージを生成しまず。 

I USB Flash Device ( USB フラッシュデバイス）一 USB ポートにメモリデバイスを巧入し、コンピューターを再起動します。 F12 。 Boot Menu (起動メニュ ー) が画面に表示されたら、 
<F12> を巧します。 BIOS がデバイスを認識し、 USB flash オプションを起動メニューに追加します。 

。 メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスカ S 起動巧能であるか確認してくださし、。 

一回のみのち巧順巧のを更 

この磯能を利用して現巧の起動順をを変更します。例えば、 Drivers and Utilities (ドライバとユーティリティ)メディアから Dell Diaanostics (診が)プログラムを実行するため、 CD/DVD ドライ 
ブから起動します。診がテストの完了を、起動順をはな前の順序に戻ります。 

1. USB デバイスから起動する場合、 USB デバイスを USB コネクタに巧続します。 

2. コンピューターの電源を入れます(または再起動します）。 

3. F2 。 Setup (セットアップ）、 F12 。 Boot Menu (起動メニュ ー) が画面に表示されたら、 <F12> を巧します。 

ここで時間をおきすぎてオペレーティングシステムのロゴが表示された場合、 Microsoft ⑥ Windows® デスクトッブが表示されるまで待ちます。巧に、コンピューターをシャットダウンして、もう 
一度やりなおします。 

すべての利用可能な起動デバイスを一黄表示した Boot Device Menu (起動デバイスメニュ ー) が表示されます。をデバイスには、横に番号があります。 

4. Boot Device Menu (起動デバイスメニュー)で、起動を実行したいデバイスを選巧します。 

例えば、 USB メモリキーから起動する場合は、 USB Flash Device (USB フラッシュデバイス)をハイライト表示して <Enter> を巧します。 

心 メモ： USB デバイスから起動するには、そのデバイスが起動可能でなければなりません。デバイスのマニュアルを参照して、デバイスが起動可能であるか確認してくださし、。 


次回からの起動順序のをま 


1. セットアッブユーティリティホ起動します （ セットアップユーティリティの 起動 を 参鹿）。 

2. 矢巧キーを巧って Boot Device Configuration (起動デバイス設定）メニューホブシヨンを m イライト表示し、 <Enter> を巧してメニユーにアクセスします。 
^ メモ： 後で元に廣すこともできるよう、現在の起動順をを書き留めておきます。 

















3. デバイスのリスト巧を移動するには、上下ち印キーを押します。 


4. デバイスの起動擾先順位を変更するには、プラス （+) またはマイナス （-) を押します。 


忘れたパスワードの消去 

^ 警告： 本巧のキ巧を閱巧する前に、コンビューターに忖 K しているガイドのを全にお巧いいただ<ための;ま 意 事 S を 読み、 その指示に巧ってください。 
^ 警告： パスワード 投 ををクリアするには、コンピューターぞコンセントからかしておく必要があります。 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コンピュ ーター カバーを取り外します ( コンピューターカバーの取り かし を 参照）。 

3. システム基板上の3ピンパスワードコネクタ （PSWD1) を確認します。 ( システム其キ反コンポーネント をを照）。 



4. 2ピンジャンパープラグを2まピンと3番ピンからかし、1番ピンと2きピンに取り付けます。 

5. コンピューターの電源を入れ、パスワードを消ちします。 

t コンピューターの電源を切つて、コンピューターおよび接続されてし、るすべてのデバイスをコンセントから外します。 

7. 1番ピンと2まピンから2ピンジャンパープラグを巧し、2番ピンと3番ピンに取り付けてパスワード磯能をち効にします。 

8. コンピューターカバーを取り付けます ( コンピューターカバーの取りが け を参醉-)。 

9. コンピューターおよびデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 


CMOS 設定のクリア 

A 警告： 本巧の手巧を開巧する肺 こ、コン ピュ-夕-に付*しているガイドの巧全にお巧いいただくためのを意事巧を読み、その巧示に巧ってください。 
A 警告： CMOS おちをクリアするには、 コンビューターの ■巧 コンセントを ホす必要があ y ます。 

1. 巧業を開始ずる前に 手順になって操作してください。 

2. コンピューターカバーを取りかします ( コンピューターカバーの巧り がし をを睛）。 

3. システム基板上の 3-pin CMOS リセットジャンパー (CLR_CM0S1) を見つけます （ システム寡巧コンポーネント ホを照）。 














4. 2 ピンジャンパープラグを 2 まピンと3番ピンからかし、1番ピンと2まピンに取り付けます。 

5. CMOS 設定がクリアされるまで約5秒お待ちください。 

6. 2ピンジャンパープラグを1番ピンと2番ピンから巧し、2番ピンと3番ピンに取り付けます。 

7. コンピュ ーター カバーを取り付けます ( コンピュ ーター カバーの取りが し を参照）。 

8. コンピューターおよびデバイスをコンセントに巧結して、電源を入れます。 

且ジに屋る 
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技術概要 

Del|TM Studio XPS …8100サービスマニュアル 

♦ コンピュータの内面図 
♦ システム基巧コンポーネント 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターに付属しているガイドのまをにお巧いいもだけこめのを意事巧をが拓み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに巧するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参おしてください。 


コン ピュ ータの 内面図 
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1 

前面べゼル 

2 

セカンド/\-ドドライブ 

3 

プライマリ"ードドライブ 

4 

グラフィックスカードブラケット 

5 

システム基巧 

6 

カード固定クランプ 

7 

電源装置 

8 

プライマリオプティカルドライブ 

9 

セカンダリオプティカルドライブ 


システム基板コンポーネント 

















1 

電源コネクター (PWR2) 

2 

ブロセッサーソケット 

3 

プロセッサーファンソケット 

に PU FAN1) 

4 

メモリモジュールコネクター (DIMM3) 

5 

メモリモジュールコネクター (DIMM1) 

6 

メモリモジュールコネクター (DIMM4) 

7 

メモリモジュールコネクター (DIMM2) 

8 

主電源コネクター （PWR1) 

9 

CMOS リセットジャンパ 
に LR CM0S1) 

10 

パスワードリセットジャンパ (PSWD1) 

11 

SATA コネクター (SATA1) 

12 

SATA コネクター {SATA2) 

13 

電源ボタンコネクター (FP1) 

14 

SATA コネクター {SATA4) 

15 

前面パネル USB コネクター 
げ USB1) 

16 

前面/《ネル USB コネクター (F_USB2) 

17 

SATA コネクター (SATA3) 

18 

前面/《ネル USB コネクター (F USB3) 

19 

前面パネル USB コネクター 
げ US B4) 

20 

前面/《ネル USB コネクター (F_USB5) 

21 

S/PDIF コネクター （SPDIF_0UT2) 

22 

正面パネルホーディホコネクター 
(F—AUDI01) 

23 

PCI 力ードスロット （PCI1) 

24 

PCI Express xl 力ードスロット 
(PCI-EX1—1) 

25 

バッテリーソケット（巳 ATI) 

26 

PCI Express xl 力ードスロット 
(PCI-EX1 2) 

27 

PCI Express xl6 力ードスロット 
(PCI-EX16_1) 

28 

シャーシフアンコネクター (SYS_FAN1) 
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Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

^ メモ： コン ピューターを巧いやすくするための重要な情報を説明しています。 

A を意： /\-ドウエアの巧«またはデータの損失の巧化性左ることをホし、旧坦を回巧する方まを巧巧しています。 

^ 替告： 誓告とは、あ的損宙、けが、または巧亡の巧因となる可能性があることを示します。 

この文書の情«は、事前の通巧な<«更されることがちります。 

© 2009すべての*巧植は Dell Inc . にあります。 

Dell Inc. の書面による許可のない複强は、いかなるお廣にも'いても厳重に禁じられています。 

本書で使巧される商標： Dell、DELL ロゴ、および Studio XPS は Dell Inc, の商语です。 I nteU および I ntel SpeedStep は米国、およびその他の国における I ntel Corporation の商標，またはき録商揉です。 Microsoft、 
Windows. Windows Vista, および Windows Vista スタートボタンのロゴはホ国およびその化の国における Microsoft Corporation の巧巧または登録商標です。 

本書では、上記記栽なホの商標および会なちが巧巧されている場合があります。これらの商语やを社名は、一切 Dell Inc. にお属するものではあ y ません。 

2009年12巧 Rev . A 00 
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トップカバー 

Del|TM Studio XPS …8100サービスマニュアル 

♦ トップカバーの取りかし 
♦ トップカバーの取り巧け 

A 警告： コンピューター巧巧の作業を抱める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのまをにお巧いいもだけこめのを意事項をも’ BE み<ださい。その化、ををにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに曲するホームぺージ { www . dell . com / regulatory , compliance ) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

么 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、巧面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

へ 注意： コンピューターの#巧は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell ™ で担められていない#理【巧®作業）による損化王、巧应のが象とな y ません。 

トップカバーの取り外し 

1. 巧業を開始ずる 前に の 手順に従って操作してください。 

2. コンピュー々ーカバーを取りかします （ コンピュー》ーカバーの取り かし を参睛）。 

3. 前面べゼルを取り列•します ( 前面べゼルの取 y 外し を 参照）。 

4. オブティカルドライブを取りかします ( オプティカルドライブの 取り外し を 参照）。 

5. リリースタブを引き、トップカバーをコンピューターの前面に向かってスライドさせます。トップパネルのス□ットからトップカバータブを销除します。 

6. トップパネルからトップカバーを取り外します。 
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1 

トップカバータブ 

2 

スロット 

3 

リリースタブ 

4 

トップパネル 

5 

トップカバー 


7. トップカバーを安全な場所に置いておきます。 


トップカバーの 取り付け 

1. 作業を開始ずる 前にの 手順に巧って操作してください。 


2. トップカバーのタブとトップパネルのスロットの位置を合わせまず。 





















3. カチッと所定の位置に収まるまで、コンピューターの背面に向かってトップカバーを巧してスライドさせます。 


4. オプティカルドライブホ取りがけます ( オプティカルドライブの取りかけ ホを照）。 


5. 前面べゼルを取りがけます （ 前面べゼルの取りがけ ホを照）。 


6. コンピューターカバーホ取リイ汁けます （ コン ピュ ーターカバーの取リイ汁け ホを照）。 


目次に戻る 
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トツプ I / O パネル 

Del|TM Studio XPS …8100 サー ビス マニュアル 

♦ トップ I / O パネルの取りかし 
♦ トップ I / O パネルの取り付け 


A 警告： コンピューター巧巧の作美を始める前に、お巧いのコンピューターにか属しているガイドのま全にも'巧いいもだ<ためのを意事巧をお読み<ださい。その化、まをにお巧い 
いただ<ためのベストプラクティスに曲しては、まそへのコンプライアンスに曲するホームぺージ {www.dell.com/ regulatory,compliance) を参照してください。 

^ 警告： 感■防止のため、カバーを巧 y 巧す前にコンビューターの電巧プラグを化ずコンセントからほいてください。 

^ 警告： カバー(コンピューターカバー、べゼル、フィラーブラケット、巧面パネルインサートなど)が1つでも巧 y ホされたが巧で、コンピューターを巧巧しないでください。 

A 注意： コンピュ-夕-の#理は、担可された技巧をのみが行ってください。 Dell™ で担められていない#理【巧®作業）による損化王、巧应のが象とな y ません。 

トップ I/O パネルの取り外し 

^ メモ： 新しいトップ I/O パネルを取り付けるときに正しく元どおりに配線できるように.ケーブルを取り外す際に配線をすべて書き留めても'いて〈ださい。 

1. 巧業を開始する 前に の 手順に;走って操作してください。 

2. コンピューターカバーを取りかします ( コンピューターカバーの巧り がし を 参睛）。 

3. 前面べゼルを取りかします （ 巧面べゼルのおりかし を 参熙）。 

4. オプティカルドライブを取りかします ( オプティカルドライブの取り外し をを昭）。 

5. トップカバーを取りかします （ トップカバーの取り かし を 参招）。 

6. トップ I/O パネルをシステム基板コネクター F _ USB 3 および F _ AUDI 01 からかします （ システム某板コンポー キント を 参聞）。 

7. トッブ I / O パネルをトップパネルに固をしている2本のネジをかします。 
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1 

ネジ （2) 

2 

トップ I / O パネル 

3 

トップパネル 


8. トッブ I / O パネルをコンピュータから慎重に取り外します。 


















トップ I / O パネルの取り付け 


1. 作業を閱おする 前に の 手順にがって操作してください。 

2. トップ I/O パネルのネジ巧とトップパネルのネジ巧の位置を合わせます。 

3. トップ I/O パネルをトップパネルに固をする2本のネジを取 y 付けます。 

4. トップ I/O パネルをシステム基板コネクター F_USB3 および F_AUDI01 に巧結します （ システム其巧コンポーネント を参輯）。 

5. トップカバーを取りけ■けます （ トッブカバーのおり 付け を 参輯）。 

6. オブティカルドライブを取り讯ナます ( オプティカルドライブの取り かけ を 参招）。 

7. 前面べゼルを取り巧けます ( 前面べゼルの 取り付け を 参照）。 

8. コンピュ ーター カバーを取り付けます ( コンピュ ーター カバーの取りせ け を参醉-)。 

9. コンピューターおよびデバイスをコンセントに巧続して、電源を入れます。 










